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サーモグラフィーを使用して温度上昇の要因となる熱源を確認したうえで、屋根下への遮熱

対策を決定しました。

既設鉄骨に軽量鉄骨をクリップ止めし、断熱材を組み込んだうえで遮熱シートを固定する方

法を採用。建物に傷をつけない施工方法で対応しています。

スレート屋根からの熱が非常に強く、夏場は室内温度が40℃近くま

で上昇していました。スポットエアコンや扇風機で対応していたも

のの、作業が追いつかないほど過酷な環境となっていました。

また、長屋倉庫の一角を借りているため、

建物に穴をあけるなどの大きな改修ができない点も課題でした。

天井遮熱（遮熱シート＋断熱材）事例09

お客様の声

すごく効果が表れていることを実感しており、快適に作業をしている。

業種：製造業 従業員規模：４名 所在地：大阪府枚方市

・屋根下表面温度 最大：54.3℃ → 29.2℃

・室内温度 最大：39.6℃ → 34.9℃
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